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３）お客さまのニーズに速やかに対応した、革新的で価格競争力のある新商品を投入する能力 
　製品の開発期間を短縮し、魅力あふれる新型車でお客さまにご満足いただくことは、自動車メーカー
にとっては成功のカギとなります。特に、品質、安全性、信頼性において、お客さまにご満足いただくこと
は非常に重要です。世界的な経済悪化により、自動車市場の構造が急激に変化している現在、お客さま
の価値観とニーズの急速な変化に対応した新型車を適時・適切にかつ魅力ある価格で投入することは、トヨタ
の成功にとってこれまで以上に重要であり、技術・商品開発から生産にいたる、トヨタの事業のさまざまな
プロセスにおいて、そのための取り組みを進めています。しかし、トヨタが、品質、安全性、信頼性、スタイル
その他の性能に関するお客さまの価値観とニーズを適時・適切にかつ十分にとらえることができない
可能性があります。また、トヨタがお客さまの価値観とニーズをとらえることができたとしても、その有す
る技術、知的財産、原材料や部品の調達、原価低減能力を含む製造能力またはその他生産性に関する状
況により、価格競争力のある新製品を適時・適切に開発・製造できない可能性があります。また、トヨタ
が計画どおりに設備投資を実施し、製造能力を維持・向上できない可能性もあります。お客さまのニーズ
に対応する製品を開発・提供できない場合、販売シェアの縮小ならびに売上高と利益率の低下を引き
起すリスクがあります。 

４）効果的な販売・流通を実施する能力  
　トヨタの自動車販売の成功は、お客さまのご要望を満たす流通網と販売手法に基づき効果的な販売・
流通を実施する能力に依存します。トヨタはその参入している各主要市場の規制環境において、お客さ
まの価値観または変化に効果的に対応した流通網と販売手法を展開していますが、それができない場合
は、売上高および販売シェアが減少するリスクがあります。 

５）ブランド・イメージの維持・発展   
　競争の激しい自動車業界において、ブランド・イメージを維持し発展させることは非常に重要です。
ブランド・イメージを維持し発展させるためには、お客さまの価値観やニーズに対応した安全で高品質
の製品を提供することで、お客さまの信頼を更に高めていくことが重要です。トヨタが、安全で高品質の
製品を提供することができない、または、リコール等の市場処置が必要であるにもかかわらず迅速な対応
がなされないなどの結果、トヨタのブランド・イメージを効果的に維持し発展させることができなかった
場合、自動車の販売台数の減少や販売価格の低下などが起きる可能性があり、その結果、売上高と利益率
の低下を引き起こすリスクがあります。 

６）金融サービスにおける競争の激化    
　世界の金融サービス業界では激しい競争が繰り広げられています。自動車金融の競争激化は、利益率
の減少を引き起す可能性があります。この他トヨタの金融事業に影響を与える要因には、トヨタ車の販売
台数の減少、中古車の価格低下による残存価値リスクの増加、貸倒率の増加および資金調達費用の増加
が挙げられます。これらのリスクは、世界的に経済状況が低迷する中、依然として高い水準にあり、自動車
金融の競争状況も更に厳しいものとなっています。 

　トヨタの事業その他のリスクについて、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は
以下のとおりです。但し、以下はトヨタに関する全てのリスクを網羅したものではなく、記載されたリス
ク以外のリスクも存在します。かかるリスク要因のいずれによっても、投資家の判断に影響を及ぼす可
能性があります。
　本項においては、将来に関する事項が含まれていますが当該事項は有価証券報告書提出日（平成22年
6月25日）現在において判断したものです。

市場および事業に関するリスク

１）自動車市場の競争激化
　世界の自動車市場では激しい競争が繰り広げられています。トヨタは、ビジネスを展開している各々の
地域で、自動車メーカーとの競争に直面しています。世界的に経済状況が低迷する中、自動車市場は総じて
厳しい状況で推移しており、競争は更に激化しています。また、世界の自動車産業のグローバル化が進む
ことによって、競争は今後より一層激化する可能性があり、業界再編につながる可能性もあります。競争
に影響を与える要因としては、製品の品質・機能、安全性、信頼性、革新性、開発に要する期間、価格、
燃費、カスタマー・サービス、自動車金融の利用条件等の点が挙げられます。競争力を維持することは、
トヨタの既存および新規市場における今後の成功、販売シェアにおいて最も重要です。トヨタは、昨今の
自動車市場の急激な変化に的確に対応し、今後も競争力の維持強化に向けたさまざまな取り組みを進め
ていきますが、将来優位に競争することができないリスクがあります。競争が激化した場合、自動車の
販売台数の減少や販売価格の低下などが起きる可能性があり、それによりトヨタの財政状態、経営成績
およびキャッシュ・フローが悪影響を受けるリスクがあります。 

２）自動車市場の需要変動
　トヨタが参入している各市場では、従来から需要が変動してきました。各市場の状況によって、自動車
の販売は左右されます。トヨタの販売は、世界各国の市場に依存しており、各市場の景気動向はトヨタに
とって特に重要です。当連結会計年度においては、トヨタの主要市場である日本・北米・欧州では、各国の
需要喚起策による下支えがあったものの依然厳しい状況にあり、更に小型車・低価格車化という市場構造
の変化が進んだことで、トヨタは影響を受けています。このような需要の落ち込みと市場構造の変化は
現在でも続いており、この状況がいつまで持続し、どのように推移するかは不透明です。今後トヨタの想定
を超えて需要の落ち込みと市場構造の変化が継続または悪化した場合、トヨタの財政状態、経営成績
およびキャッシュ・フローが更なる悪影響を受ける可能性があります。また、需要は、販売・金融インセン
ティブ、原材料・部品等の価格、燃料価格、政府の規制 (関税、輸入規制、その他の租税を含む) など、自動車
の価格および自動車の購入・維持費用に直接関わる要因により、影響を受ける場合があります。需要が
落ち込んだ場合、自動車の販売台数の減少や販売価格の低下などが起きる可能性があり、それによりトヨタ
の財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローが悪影響を受けるリスクがあります。 
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１）自動車産業に適用される政府の規制
　世界の自動車産業は、自動車の安全性や排ガス、燃費、騒音、公害をはじめとする環境問題などに関する
様々な法律と政府の規制の適用を受けています。特に、安全面では、法律や政府の規制に適合しない、
またはその恐れのある自動車は、リコール等の市場処置の実施が求められます。更に、トヨタはお客さま
の安心感の観点から、法律や政府の規制への適合性に関わらず、自主的にリコール等の市場処置を実施
する可能性もあります。また、多くの政府は、価格管理規制や為替管理規制を制定しています。トヨタは、
これらの規制に適合するために費用を負担し、今後も法令遵守のために費用が発生する可能性があります。
さらに、トヨタが市場に投入した車両にリコール等の市場処置が必要となった場合、製品のリコールや
無償のサービスキャンペーンに係る費用を含めた様々な費用が発生する可能性があります。また、新しい
法律または現行法の改正により、トヨタの今後の費用負担が増えるリスクがあります。このように、市場処置
を講じたり法律や政府の規制へ適合するために多額の費用が発生した場合、トヨタの財政状態、経営
成績およびキャッシュ・フローに悪影響を与える可能性があります。 

２）法的手続 
　トヨタは、製造物責任、知的所有権の侵害等、様々な法的手続の当事者となる可能性があります。また、
株主との間で法的手続の当事者となったり、行政手続または当局の調査の対象となる可能性もあります。
現在トヨタは、行政手続および当局の調査を含む、複数の係属中の法的手続の当事者となっています。
トヨタが当事者となる法的手続で不利な判断がなされた場合、トヨタの財政状態、経営成績およびキャッ
シュ・フローに悪影響が及ぶリスクがあります。

３）政治動乱、燃料供給の不足、交通機能の障害、自然災害、戦争、テロまたはストライキの発生  
　トヨタは、全世界で事業を展開することに関連して、様々なイベントリスクにさらされています。これら
のリスクとは、政治・経済の不安定な局面、燃料供給の不足、交通機能の障害、自然災害、戦争、テロ、スト
ライキ、操業の中断などが挙げられます。トヨタが製品を製造するための材料・部品・資材などを調達し、
またはトヨタの製品が製造・流通・販売される主な市場において、これらの事態が生じた場合、トヨタの
事業運営に障害または遅延をきたす可能性があります。トヨタの事業運営において、大規模または長期
間の障害または遅延が発生した場合、トヨタの財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローに悪影響が
及ぶリスクがあります。 

政治・規制・法的手続・災害等に関するイベント性のリスク 金融・経済のリスク 

１）為替および金利変動の影響 
　トヨタの収益は、外国為替相場の変動に影響を受け、主として日本円、米ドル、ユーロ、ならびに豪ドル、
加ドルおよび英国ポンドの価格変動によって影響を受けます。トヨタの連結財務諸表は、日本円で表示
されているため、換算リスクと取引リスクという形で為替変動の影響を受けます。為替相場の変動は、
外国通貨で販売する製品および調達する材料の価格に影響を与える可能性があります。特に、当連結会計
年度は、米ドルなどの他通貨に対する円相場の変動が激しく、今後も米ドルなどに対する急激な円高が
進行することにより、トヨタの経営成績に悪影響が及ぶ可能性があります。
　トヨタは、為替相場および金利の変動リスクを軽減するために、現地生産を行い、金利スワップ取引を
含むデリバティブ金融商品を利用していますが、依然として為替相場と金利の変動は、トヨタの財政状
態、経営成績およびキャッシュ・フローに悪影響を与える可能性があります。  

２）原材料価格の上昇 
　鉄鋼、貴金属、非鉄金属 (アルミ等) 、樹脂関連部品など、トヨタおよびトヨタの仕入先が製造に使用する
原材料価格の上昇は、部品代や製造コストの上昇につながり、これらのコストを製品の販売価格に十分
に転嫁できない、あるいは仕入先がこれらのコストを十分に吸収できない結果、トヨタの将来の収益性に
悪影響を与える可能性があります。 

３）金融市場の低迷  
　世界経済は低迷を続けており、依然として厳しい状況にあります。そのため、多くの金融機関や投資家
は、自らの財務体力に見合った水準で金融市場に資金を供給することが難しい状況に陥っています。その
結果、企業がその信用力に見合った条件で資金調達をすることが困難になる可能性があります。必要に
応じて資金を適切な条件で調達できない場合、トヨタの財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローが
悪影響を受ける可能性があります。 
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